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２）群馬県立県民健康科学大学

目的：学生の学習への主体性促進を意図した看護学教員の教授活動を明らかにし，その特徴を考察する．

方法：全国の看護系大学，短期大学，専門学校に所属し，授業を担当している教員995名を対象に，郵送法

により質問紙を配布し，431名（回収率43.3％）から回答を得た．このうち，自由回答式質問に回答してい

た421名の記述を，Berelson,B.の方法論を参考にした看護教育学における内容分析を用いて分析した．

結果：【学生の思考が発展するように発問・質問する】など32カテゴリが形成された．

結論：学生の学習への主体性促進を意図した教員の教授活動を表す32カテゴリが明らかとなった．また，

これら教授活動は《学生の理解促進と思考の発展を支援する》など10の特徴を示した．本研究の結果は，

教員が自身の教授活動を客観的に評価し，学生の学習への主体性促進となる教授活動の継続や不十分な教

授活動の改善を見出す資料となる．

キーワード：学習への主体性，看護学生，看護学教員，教授活動

．緒 言

2011年，大学における看護系人材養成の在り方

に関する検討会 は，学生の看護職者としての能

力開発を目指し，主体的かつ継続的に学習してい

くために必要な教育目標と内容を示した．また，

2012年，中央教育審議会 は，「生涯にわたって学

び続ける力，主体的に考える力を持った人材は，

受動的な教育の場では育成されず，学生の主体的

な学習への転換が必要となる」ことを提言した．

これらは，学生が看護基礎教育課程に入学すると

同時に，主体的な学習が求められることを示す．

また，学生は，看護基礎教育課程卒業後も生涯に

わたり，専門職としての資質の向上のために自ら

学習し続ける必要があり ，学習への主体性を求

められる．学生が看護基礎教育課程において学習

への主体性を修得することは，卒業後も質の高い

看護の提供に向けた学習に取り組むための基盤と

なる．

看護基礎教育課程に入学する学生は，高等学校

卒業直後の18歳年齢 のみならず，看護学以外の

専攻で大学を卒業した学生や，社会人として一定

の就労経験を経た学生 を含む．また，学生は，講

義，演習，実習など，様々な授業形態を通して学

習をすすめる．これらは，多様な背景を持つ学生

が，様々な状況下で学習に臨むことを示す．その

ため，看護学教員（以下，教員と略す）は，学生

の個別状況にあわせて多様な教授活動を展開する

ことが求められる．

以上は，教員が，学生の個別状況にあわせた教

授活動を展開できるようになるために，学生の学

習への主体性促進を意図した多様な教授活動を把
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握する必要性を示す．

そこで，文献を検討した結果，次の事実を確認

した．看護学教育の専門誌は，学生の学習への主

体性促進に関する特集を幾度となく掲載してい

る．これらの特集は，学生の学習への主体性促進

を意図した授業の展開方法やその効果 等を提示

する一方，学生の学習への主体性促進に向けた教

授活動の困難さ も報告している．また，教員が職

業上直面する問題を解明した研究 は，教員が，

「学生の主体的学習を促進するための指導困難」

を知覚していることを明らかにしていた．これら

は，学生の学習への主体性促進を意図した教授活

動が教員にとって重要な課題であると認識しつつ

も，その克服が困難な状況にあることを示す．

このような現状を打開するかのように，学生の

学習への主体性促進に関する研究 は，30年以

上にわたり継続的に発表されている．このうちの

複数の研究は，学生の学習への主体性促進を目標

に設定した授業により，学習への自主的な取り組

み ，学習への興味・関心 ，学習課題の明確化

等の学習成果が学生にもたらされることを明らか

にしていた．また，１件の研究 は，演習中に教

員が実践する複数の教授活動の中に，主体的学習

を促進する教授活動が存在することを明らかにし

ていた．これらの研究は，学生の学習への主体性

促進を意図した授業の効果と，主体的学習を促進

する演習中の教授活動の存在を解明していた．し

かし，学生の学習への主体性を促進するために，

教員が実践している具体的な教授活動は解明され

ていない．

以上に基づく本研究は，学生の学習への主体性

促進を意図した教員の教授活動を明らかにするこ

とを目指す．この研究成果は，教員が自身の教授

活動を客観的に評価し，学生の学習への主体性促

進となる教授活動の継続や不十分な教授活動改善

の方向性を見出すことに貢献する．

．研究目的

学生の学習への主体性促進を意図した看護学教

員の教授活動を明らかにし，その特徴を考察する．

．用語の定義

１．学習への主体性（autonomous learning）

学習への主体性とは，経験によって新しい行動

傾向を獲得したり，既有の行動パターンに熟達し

たり，あるいはそのような行動の変化を可能にす

るような習慣，知識，概念，体系，認知構造を獲

得する ために，行動の主体者自身の意志・判断

によって，自らの責任を持って行動する態度 で

ある．

２．教授活動（teaching activity）

教授活動とは，教員が教育目標の達成に向け，

知識，技術，態度の修得を目指す学生の学習活動

を支援する活動である ．

．研究方法

１．研究対象者

全国の看護基礎教育課程を提供する大学，短期

大学，専門学校に所属し，授業を担当する教員．

２．測定用具

学生が主体性を持ち学習に取り組めるように教

員が日頃行っている具体的な教授活動を問う自由

回答式質問，対象者の特性を問う選択回答式と実

数記入式質問からなる質問紙を用いた．測定用具

の妥当性は，専門家会議およびパイロットスタ

ディにより確保した．

３．データ収集

文献検討に基づき，研究結果の一般化が可能な

範囲のデータを得るため，看護基礎教育課程を提

供する226校を層化無作為抽出した．抽出した学校
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の教育管理責任者に往復はがきを用いて研究協力

を依頼し，承諾を得た学校の教育管理責任者宛に

質問紙等を郵送した．質問紙は，返信用封筒を用

いた個別投函により回収した．データ収集期間は，

2014年５月９日から７月18日であった．

４．データ分析

１) 学生の学習への主体性促進を意図した教

員の教授活動」を問う質問の回答の分析

Berelson,B.の方法論を参考にした看護教育学

における内容分析 を用いて分析した．研究のた

めの問いを「教員は学生の学習への主体性促進を

意図して，どのような教授活動をしているのか」，

問いに対する回答文を「教員は学生の学習への主

体性促進を意図して，（ ）という教授活動をして

いる」と設定した．

各対象者の記述全体を文脈単位とし，文脈単位

を研究のための問いに対する回答１つのみを含む

よう記録単位へと分割した．次に，同一表現の記

録単位，表現は異なるが意味内容が同一の記録単

位を集約・整理し，同一記録単位群とした．この

際，研究のための問いに対応していない，あるい

は，表現が抽象的かつ意味不明な記録単位は理由

を明記し，除外した．さらに，個々の同一記録単

位群を研究のための問いに照合しながら意味内容

の類似性により分類し，その類似性を的確に表す

カテゴリネームに置き換え，カテゴリを形成した．

最後に，各カテゴリに包含された記録単位の出現

頻度を数量化し，集計した．

２）対象者の特性を問う質問への回答の分析

対象者の特性を問う質問への回答の分析は，統

計解析ソフトSPSS Statistics 17.0for Windows

を用い，記述統計値を算出した．

５．カテゴリの信頼性の確認

Berelson,B.の方法論を参考にした看護教育学

における内容分析を用いた研究経験を有する看護

学研究者３名に，カテゴリへの分類の一致率算出

の協力を依頼した．カテゴリへの分類の一致率は，

Scott,W.A.の式を用いて算出し，検討した．な

お，信頼性確保の判断基準を70％以上とした．

６．倫理的配慮

対象者の負担を最小限にするため，専門家会議

の実施により，質問紙の内容的妥当性を検討した．

また，対象者の情報を得る権利を保障するため，

研究目的，研究の意義，調査の概要，質問への対

応方法，研究結果の公表予定などを書面にて説明

した．

対象者の自由意思による研究協力の決定と匿名

性を保障するため，質問紙の返送により研究協力

の同意とみなすことを書面に明記し，無記名，個

別投函により質問紙を回収した．また，回答内容

を分析する際は，統計的処理およびデータを記号

化した．なお，本研究は，群馬県立県民健康科学

大学倫理委員会の承認を得て実施した．

．結 果

研究協力の受諾が得られた113校の教員995名に

質問紙を配布し，431名より返送があった（回収率

43.3％）．研究対象者の条件を満たし，自由回答式

質問に回答のあった421名の回答を分析対象とし

た．

１．対象者の特性

対象となった教員421名の教員経験年数は１年

から37年の範囲であり，平均11.9年（SD7.87）で

あった．また，教員が所属する学校の看護基礎教

育課程は，専門学校３年課程・２年課程，大学，

短期大学３年課程・２年課程等であった．（表１）

２．学生の学習への主体性促進を意図した教員の

教授活動

対象者421名の記述は，1,795記録単位，421文脈
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単位に分割できた．1,795記録単位のうち，585記

録単位は，抽象的かつ意味不明な記述等，学生の

学習への主体性促進を意図した教員の具体的な教

授活動を記述していなかったため除外し，残りの

1,210記録単位を分析対象とした．分析の結果，学

生の学習への主体性促進を意図した教員の教授活

動を表す32カテゴリが形成された．（表２）

以下，32カテゴリのうち記録単位数の多いもの

から順に，代表的な記述を用いて説明する．なお，

【 】内はカテゴリを表し，〔 〕内は，各カテゴ

リを形成した記録単位数とそれが分析対象の記録

単位数総数に占める割合を示す．

【１．学生の思考が発展するように発問・質問す

る】〔155記録単位：12.81％〕：このカテゴリは，

「知識と技術をどのように実践に結び付けるかを

考えられるように発問する」等の記述から形成さ

れた．

【２．能動的に学習できる授業形態・学習形態を

取り入れる】〔124記録単位：10.25％〕：このカテ

ゴリは，「講義形式が多いと受け身になりがちなの

で，グループワークを取り入れる」等の記述から

形成された．

【３．授業展開時に教材・教具・教授技術を工夫

する】〔116記録単位：9.59％〕：このカテゴリは，

「授業導入の時に，学生が興味を持てるような話

題を取り入れる」等の記述から形成された．

【４．自ら思考し発言・行動するよう伝える】〔90

記録単位：7.44％〕：このカテゴリは，「自らの意

志で不明なことを教員に確認するよう話す」等の

記述から形成された．

【５．学生自ら思考し発言・行動しやすい状況を

作る】〔77記録単位：6.36％〕：このカテゴリは，

「学生が考えていることを言葉として表現するま

で待つ」等の記述から形成された．

【６．授業の展開状況に応じた教授技術を用いて

学習状況と成果を把握する】〔73記録単位：

6.03％〕：このカテゴリは，「意見が出ているか確

認を行う為，グループ間を巡視する」等の記述か

ら形成された．

【７．当該科目の授業計画を説明する】〔70記録単

位：5.79％〕：このカテゴリは，「学生が計画的に

取り組めるように，実習日程を説明する」等の記

述から形成された．

【８．学習の手がかりとなる情報を提供する】〔68

記録単位：5.62％〕：このカテゴリは，「主体性を

引き出すように，手がかりとなりそうな情報を提

供する」等の記述から形成された．

【９．学習への取り組みと成果を認める】〔64記録

表１ 対象者の特性 ｎ＝421

特 性 項 目 項目の範囲・種類および度数

教 員 経 験 年 数 １年から37年 平均11.9年（ＳＤ7.87)

所属する学校の看護基礎教育課程

専門学校３年課程 247名（58.7％)

専門学校２年課程 78名（18.5％)

短期大学３年課程 17名（ 4.0％)

短期大学２年課程 ２名（ 0.5％)

大学 74名（17.6％)

その他 ３名（ 0.7％)

所 属 す る 学 校 の 所 在 地 域

北海道 28名（ 6.7％)

東北 72名（17.1％)

東京 18名（ 4.3％)

関東・甲信越 100名（23.8％)

東海・北陸 25名（ 5.9％)

近畿 41名（ 9.7％)

中国・四国 67名（15.9％)

九州・沖縄 70名（16.6％)

主 に 担 当 す る 領 域

基礎看護学 103名（24.5％)

成人看護学 63名（15.0％)

老年看護学 39名（ 9.2％)

小児看護学 35名（ 8.3％)

母性看護学 47名（11.2％)

精神看護学 40名（ 9.5％)

地域看護学 51名（12.1％)

その他 ４名（ 0.9％)

不明 39名（ 9.3％)
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単位：5.29％〕：このカテゴリは，「演習の時に，

次回の行動につながるよう具体的にどのようなと

ころが良かったかを伝える」等の記述から形成さ

れた．

【10．授業前・後の学習課題を提示する】〔59記録

単位：4.88％〕：このカテゴリは，「復習を行って

授業に参加するよう具体的に課題を示す」等の記

述から形成された．

【11．目標達成状況に応じた個別の課題を学生に

示す】〔38記録単位：3.14％〕：このカテゴリは，

「演習の時に，次回の行動につながるよう改善が

必要な部分がどこかを伝える」などの記述から形

成された．

【12．学生自身が学習方法や内容を決定する機会

を提供する】〔37記録単位：3.06％〕：このカテゴ

リは，「課題の提出期限を各学生が決めるよう話

表２ 学生の学習への主体性促進を意図した看護学教員の教授活動を表すカテゴリと記録単位数

カ テ ゴ リ 名 記録単位数（％)

１．学生の思考が発展するように発問・質問する 155（ 12.81)

２．能動的に学習できる授業形態・学習形態を取り入れる 124（ 10.25)

３．授業展開時に教材・教具・教授技術を工夫する 116（ 9.59)

４．自ら思考し発言・行動するよう伝える 90（ 7.44)

５．学生自ら思考し発言・行動しやすい状況を作る 77（ 6.36)

６．授業の展開状況に応じた教授技術を用いて学習状況と成果を把握する 73（ 6.03)

７．当該科目の授業計画を説明する 70（ 5.79)

８．学習の手がかりとなる情報を提供する 68（ 5.62)

９．学習への取り組みと成果を認める 64（ 5.29)

10．授業前・後の学習課題を提示する 59（ 4.88)

11．目標達成状況に応じた個別の課題を学生に示す 38（ 3.14)

12．学生自身が学習方法や内容を決定する機会を提供する 37（ 3.06)

13．学習の意義や必要性を説明する 34（ 2.81)

14．学習の進行状況に応じた学習方法を提案する 30（ 2.48)

15．学習方法や内容を一緒に考え実践する 26（ 2.15)

16．学生自ら学習状況と成果を評価する機会を設ける 22（ 1.82)

17．目標達成に不可欠な学習内容を強調する 22（ 1.82)

18．学習成果の評価結果を学生に示す 18（ 1.49)

19．学習成果を発表する機会を設ける 14（ 1.16)

20．授業時間外に自己学習の機会を設ける 13（ 1.07)

21．学習への動機付けを高めるように授業を計画する 11（ 0.91)

22．自己の行動に責任を持つよう伝える 9（ 0.74)

23．学生の発言を優先し考えを聴く 9（ 0.74)

24．看護の価値を伝える 7（ 0.58)

25．学生が自己の課題を明確にする機会を提供する 7（ 0.58)

26．予習できるよう事前に授業資料を配布する 6（ 0.50)

27．教員や実習指導者の支援が得られる機会を設ける 3（ 0.25)

28．学生の学習への要望に応じる 3（ 0.25)

29．学生の主体的学習を支援する自己の教授活動を評価する 2（ 0.17)

30．模範となるような主体的行動を学生に示す 1（ 0.08)

31．学習計画を実行できるように励ます 1（ 0.08)

32．卒業生の活躍を紹介する 1（ 0.08)

総 記 録 単 位 数 1210（100.00)
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す」等の記述から形成された．

【13．学習の意義や必要性を説明する】〔34記録単

位：2.81％〕：このカテゴリは，「学習することの

意義をしっかり伝える」等の記述から形成された．

【14．学習の進行状況に応じた学習方法を提案す

る】〔30記録単位：2.48％〕：このカテゴリは，「学

生が疑問を持った時に，どこからどのようにとり

かかるとよいのか，その手段を提示する」等の記

述から形成された．

【15．学習方法や内容を一緒に考え実践する】〔26

記録単位：2.15％〕：このカテゴリは，「主体的に

学習できる方法を一緒に考える」等の記述から形

成された．

【16．学生自ら学習状況と成果を評価する機会を

設ける】〔22記録単位：1.82％〕：このカテゴリは，

「授業終了の時に，自己評価を求める」等の記述

から形成された．

【17．目標達成に不可欠な学習内容を強調する】

〔22記録単位：1.82％〕：このカテゴリは，「課題

を出した時に，教員として絶対行ってもらいたい

内容を先に伝える」等の記述から形成された．

【18．学習成果の評価結果を学生に示す】〔18記録

単位：1.49％〕：このカテゴリは，「課題の評価結

果をフィードバックする」等の記述から形成され

た．

【19．学習成果を発表する機会を設ける】〔14記録

単位：1.16％〕：このカテゴリは，「学習内容を発

表する機会を作る」等の記述から形成された．

【20．授業時間外に自己学習の機会を設ける】〔13

記録単位：1.07％〕：このカテゴリは，「授業終了

後も継続して学生達で練習できるように時間を確

保する」等の記述から形成された．

【21．学習への動機付けを高めるように授業を計

画する】〔11記録単位：0.91％〕：このカテゴリは，

「アンケートにおける学生が知りたいことを取り

入れて授業を構成する」等の記述から形成された．

【22．自己の行動に責任を持つよう伝える】〔９記

録単位：0.74％〕：このカテゴリは，「単位取得不

足がある学生の面接時に，自分で決めたことを守

るよう伝える」等の記述から形成された．

【23．学生の発言を優先し考えを聴く】〔９記録単

位：0.74％〕：このカテゴリは，「学生の話をまず

聞く」等の記述から形成された．

【24．看護の価値を伝える】〔７記録単位：

0.58％〕：このカテゴリは，「臨床実践のやりがい

を紹介する」等の記述から形成された．

【25．学生が自己の課題を明確にする機会を提供

する】〔７記録単位：0.58％〕：このカテゴリは，

「チェックリストの項目を評価し，課題を書くよ

う提示する」等の記述から形成された．

【26．予習できるよう事前に授業資料を配布す

る】〔６記録単位：0.50％〕：このカテゴリは，「予

習の為に，穴埋めの資料を事前に配布する」等の

記述から形成された．

【27．教員や実習指導者の支援が得られる機会を

設ける】〔３記録単位：0.25％〕：このカテゴリは，

「技術練習の時に，質問に答えられるよう毎週時

間をとり実習室で待機する」等の記述から形成さ

れた．

【28．学生の学習への要望に応じる】〔３記録単

位：0.25％〕：このカテゴリは，「指導の時に，学

生の希望に添う教育内容を付け足す」等の記述か

ら形成された．

【29．学生の主体的学習を支援する自己の教授活

動を評価する】〔２記録単位：0.17％〕：このカテ

ゴリは，「授業評価において，教員が学生の主体的

な学習を支援できているかという項目を４段階で

評価してもらうよう話す」という記述から形成さ

れた．

【30．模範となるような主体的行動を学生に示

す】〔１記録単位：0.08％〕：このカテゴリは，「教

員自身が率先して行動するのを見せる」という記

述から形成された．

【31．学習計画を実行できるように励ます】〔１記
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録単位：0.08％〕：このカテゴリは，「具体的な行

動計画が実行されやすいように励ます」という記

述から形成された．

【32．卒業生の活躍を紹介する】〔１記録単位：

0.08％〕：このカテゴリは，「先輩ナースの活躍を

紹介する」という記述から形成された．

３．カテゴリの信頼性

カテゴリへの分類の一致率は，89.4％，86.7％，

75.2％であった．

．考 察

分析の結果，信頼性確保の判断基準を満たした

32カテゴリと文献を照合し，学生の学習への主体

性促進を意図した教員の教授活動の特徴を考察す

る．

第１に着目したのは，【12．学生自身が学習方法

や内容を決定する機会を提供する】である．学習

方法や内容の決定は，学習過程における学生の意

思決定を表す．意思決定 とは，物事の遂行に際

し，確かな意図を持って行為を選択することであ

り，その過程において結果や目標の評価，成功可

能性の事前点検がなされる．これは，【12】が，学

習過程における意思決定が学生自身でなされるよ

うに支援する教授活動であることを示す．

学生の意思決定に関連して，【８．学習の手がか

りとなる情報を提供する】【28．学生の学習への要

望に応じる】に着目した．【８】が表す手がかりと

は，行動を一定の方向に導くのに役立つ刺激であ

る ．また，情報は，ある目的を達成するために必

要とする判断材料である ．これは【８】が，学習

目標達成に必要な内容の判断を学生に促す刺激と

なることを示す．さらに，【28】が表す要望は，物

事の実現を強く望むことであり，自己の意思が明

確であることが前提となる．先行研究 は，学生

が自己の主体性を発揮するため，必要時の指導を

教員に要望していることを明らかにした．この結

果は，学生が学習への明確な意思を持ち，主体性

の発揮を望みつつ，教員の支援も必要としている

ことを表す．これは，【28】が，学生の学習への意

思決定を支援する教授活動であることを示す．

学生の意思決定への支援に関連して，【４．自ら

思考し発言・行動するよう伝える】【22．自己の行

動に責任を持つよう伝える】に着目した．看護学

教育の対象者 は，成人学習者である．成人学習

者は，自己決定的でありたいという深い心理的

ニーズを持つ ．【４】が表す「自ら発言・行動す

る」，【22】が表す「自己の行動に責任を持つ」は，

成人学習者の特徴に相当し，【４】【22】が，学生

の自己決定を引き出すと共に，学習への意思決定

の主体が自分であることの自覚を促す教授活動で

あることを示す．

以上は，【12】【８】【28】【４】【22】が，《学生

の学習過程における意思決定を促進する》という

特徴を持つことを示す．

第２に着目したのは，【２．主体的に学習できる

授業形態・学習形態を取り入れる】である．看護

基礎教育課程における授業は，講義，演習，実習

により構成される．また，学習形態 は，個人学

習，グループ学習など，学習活動が外的形態によ

り分類される．教員は，当該科目の目標達成を目

指し，これら授業・学習形態を選択，組み合わせ

た授業を設計する．先行研究は，学生の学習への

主体性促進を目標に設定した授業により，学習へ

の自主的な取り組み が学生にもたらされるこ

とを明らかにした．これらの学習成果は，教員が，

学生の学習への主体性促進を意図した授業を設計

する意義を示す．

授業設計に関連して，【21．学習への動機付けを

高めるように授業を計画する】【10．授業前・後の

学習課題を提示する】【26．予習できるよう事前に

授業資料を配布する】に着目した．【21】が表す動

機付けは，内発的動機付けを表す．内発的動機付

けとは，学習課題や学習活動そのものに対する興

味や好奇心，あるいは学習目標達成を目指した達
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成動機や有能感に基づく学習意欲 である．これ

は，【21】が，学生の学習意欲にかかわる内発的動

機付けを高める授業を設計する教授活動であるこ

とを示す．また，【10】が表す学習課題は，課題学

習のために提示する内容を表す．課題学習 と

は，学生の経験を目的的で主体的なものにするた

めに，教材と学習活動を組織して展開する学習の

様式である．学生が目的的かつ主体的に学習に取

り組むためには，学習への動機付けが生じること

が前提となる．また，【26】は，予習に利用可能な

学習資料を学生に提供する教授活動を表す．予

習 は，学生の主体的な活動を保障し，学習内容

への興味と関心を呼び起こす．これら【10】【26】

は，学生に興味や関心などの学習への動機付けを

生じさせ，主体的な活動を保障する授業設計にか

かわる教授活動であることを示す．

興味や関心を高める授業設計に関連して，【20．

授業時間外に自己学習の機会を設ける】に着目し

た．自己学習 とは，学習を個人の興味・関心や

課題意識，学習欲求などを基に自発的に自分の

ペースで行うことであり，個人の学習目標と計画

に基づき展開される．これは，自己学習が，主体

的，目的的，計画的な学習であることを示す．先

行研究 は，授業時間以外に看護技術を練習する

機会を設けたことにより，学生が自己の課題や目

標を明確にし，学習へと動機付けられたことを明

らかにした．これは，授業時間以外の自己学習機

会の提供が，学習目標達成に向けた学習意欲を高

める可能性を示す．これら【２】【21】【10】【26】

【20】は， 学生の内発的動機付けを高める授業を

設計する>という特徴を示す．

特徴 学生の内発的動機付けを高める授業を設

計する>に関連して，【13．学習の意義や必要性を

説明する】に着目した．学習者による学習の意義

の知覚は，主体的な学習のために不可欠である ．

また，主体的学習 は，学習者の内発的動機に支

えられ遂行される．学生は，学習の意義や必要性

を学習目標として知覚する．学生による学習目標

の知覚は，前述した内発動機付けのうち，学習目

標達成を目指した達成動機に基づく学習意欲を高

め得る．これは，【13】が，学生に内発的動機付け

をもたらす教授活動であることを示す．

内発的動機付けに関連して，【17．目標達成に不

可欠な学習内容を強調する】に着目した．目標と

は，動機付けられた行動が向かう最終的な対象あ

るいは状態 である．目標達成に不可欠な学習内

容は，教材として提示される．しかし，学ぶ教材

が有意味なものであっても，学習者にそのような

意図なり構えがなければ意味的な学習内容にはな

らない ．これは，教員による学習内容の強調が，

目標達成に向けた学生の学習活動を動機付けるこ

とを示す．

学習活動の動機付けに関連して，【７．当該科目

の授業計画を説明する】【31．学習計画を実行でき

るように励ます】【９．学習への取り組みと成果を

認める】に着目した．このうち，【７】が表す授業

計画は，シラバスとして学生に提示される．シラ

バスには，教科の目標，内容，指導計画などが記

載されている．学生が，最低限達成すべき目標は

なにかということについて正確に知っている場

合，自分たちの活動に対する方向づけが得られ，

学習過程はより適切なものとなる ．これは，【７】

が，目標達成に向けた学習活動の方向づけを支援

し，学生を学習へと動機付けることを示す．また，

【31】【９】が表す，励ます，認めるは，教員が学

生へ働きかける教授技術を表す．働きかけの技

術 とは，教員が教育目標達成のために，学生に

関与していく具体的手段や方法であり，励ましの

言葉，固有な在り方の承認等がある．先行研究

は，学生が，教員からの励ましや承認により，自

身の学習意欲が向上したと認識していることを明

らかにした．これは，教員による励ましや承認と

いう働きかけが，学生を学習活動へと動機付ける

ことを示す．これら【13】【17】【７】【31】【９】
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は， 学生の学習への内発的動機付けを高める>と

いう特徴を示す．

授業設計と展開は一連の活動であり，特徴 学

生の内発的動機付けを高める授業を設計する>と

学生の学習への内発的動機付けを高める>は，

連動して実践される教授活動である．すなわち，

【２】【21】【10】【26】【20】【13】【17】【７】【31】

【９】は，《学生の内発的動機付けを高める授業を

設計し展開する》という特徴を持つことを示す．

第３に着目したのは，【27．教員や実習指導者の

支援が得られる機会を設ける】【５．学生自ら思考

し発言・行動しやすい状況を作る】【23．学生の発

言を優先し考えを聴く】である．このうち，【27】

が表す支援が得られる機会は，教育資源の提供を

意味する．教育資源とは，教育的営みのために利

用可能な人的資源，物的資源，機会資源 である．

これは，【27】が，人的資源を活用できる機会を学

生に提供することを示す．また，【５】が表す自ら

の思考，発言・行動は，主体的な学習態度を有す

ることにより実現する．主体的な学習態度とは，

学ぶことに対する肯定的な構え である．これ

は，【５】が，学生に内在する主体性が発揮されや

すくなる機会を提供する教授活動であることを示

す．さらに，【23】は，教員が，学生の発言に傾聴

することを表す．教員は，学生が自己の考えを表

出できることを意図し，傾聴を用いている．学生

自ら考えを発言することは，主体的な行動の表れ

である．これは，【５】【23】が，学習への主体性

を発揮できる機会資源を学生に提供することを示

す．

以上は，【27】【５】【23】が，《学習資源を活用

する機会を学生に提供する》という特徴を持つこ

とを示す．

第４に着目したのは，【16．学生自ら学習状況と

成果を評価する機会を設ける】である．評価 は，

自己評価，相互評価，他者評価にわけられる．こ

のうちの自己評価 は，学生自身が自己評価の重

要性を知り得るよう，教員が教育活動の中で機会

あるごとに指導することにより，学校教育終了後

も自律的に学習を継続していけるという意義を持

つ．また，相互評価 は，評価者主体が学習者自

身であること，自分の活動の改善に向けた情報収

集としての意義を持つ点において自己評価と共通

する．これらは，学生の自己評価・相互評価にか

かわる教授活動が，自律的，継続的な学習のため

に必要不可欠であることを示す．

学生の自己評価に関連して，【19．学習成果を発

表する機会を設ける】【18．学習成果の評価結果を

学生に示す】に着目した．【19】が表す学習成果の

発表は，目標達成に向けた自己の学習成果を他者

に伝えると共に，他学生の学習成果を情報として

得る機会となる．前述したように，情報とは，あ

る目的を達成するために必要とする判断材料であ

る ．これは，他学生の学習成果に関する情報が，

自身の学習活動を評価するための判断材料となる

ことを意味する．また，【18】は，評価結果を学生

に伝達するという教員のフィードバックを表す．

フィードバック とは，教育活動の結果について

の情報を学習者に戻すことを意味し，学習者の自

己評価を促し，その後の学習を自分で調整するよ

うに機能する．先行研究 は，「必要な学習課題を

示す」という教員のフィードバックにより，学生

が学習の不足を自覚し，主体的学習が生じること

を明らかにした．これは，教員による評価の提示

が，学生の自己評価を促進することを示す．

以上は，【16】【19】【18】が，《学生が自己の学

習活動を評価することを支援する》という特徴を

持つことを示す．

第５に着目したのは，【32．卒業生の活躍を紹介

する】【24．看護の価値を伝える】である．【32】

が表す卒業生は，学生にとって，看護職に就くと

いう目標達成を成し遂げた身近な存在である．そ

のため，活躍する卒業生は，看護職を志向する学

生にとって目標となる存在になる．また，【24】が
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表す価値は，個人や集団の普遍的な目標であり，

行動や出来事，人物への判断，態度の形成や表明，

行為の選択や合理化などの際に望ましさの基準と

して機能する ．教員による看護の価値の伝達は，

学生が看護を価値付けるための情報となる．これ

らは，【32】【24】が，学習者や看護職にとっての

望ましさの基準となる目標を学生に提示する教授

活動であることを示す．

望ましさの基準に関連して，【30．模範となるよ

うな教員の主体的行動を学生に示す】に着目した．

これは，教員が，役割モデルとして自己を用いる

ことを表す．役割モデルによる学習は，同一化を

生じさせる．同一化 は，対象そのもの，あるい

は対象の属性を自分の中に取り入れ，行動を引き

起し，方向づけ，持続させる．これは，役割モデ

ルとなり得る教員の行動の提示が，学生の学習活

動を生じさせ，それを方向づける目標として知覚

される教授活動であることを示す．先行研究

は，学生が自己の主体性を向上させる要因として，

「魅力ある教師の存在」を挙げ，「モデル提示的か

かわり」を教員に期待していることを明らかにし

た．これらは，教員の存在や行動が，学生の学習

への主体性を促進するモデルとなり得ることを示

す．

以上は，【32】【24】【30】が，《学習者や看護職

にとっての望ましさの基準となる目標を学生に示

す》という特徴を持つことを示す．

第６に着目したのは，【25．学生が自己の課題を

明確にする機会を提供する】【11．目標達成状況に

応じた個別の課題を学生に示す】である．課題は，

目標達成に向けて解決が必要な問題を表す．問題

解決行動 には，「問題の把握」，「解決目標の明確

化」などの過程がある．このうち，「問題の把握」

は，【25】が表す「学生が自己の課題を明確にする」

に該当し，「解決目標の明確化」は，【11】が表す

「目標達成状況に応じた個別の課題」を明確にす

る学生の学習活動に該当する．これらは，【25】【11】

が，問題解決行動の過程である，「問題の把握」，

「解決目標の明確化」を教員が支援していること

を表す．先行研究 は，学習への主体性促進を対

象学生の個別の目標に設定した実習を展開した結

果，学生が，次回の実習に向けた自己の課題を明

確にし，それを克服するための学習に対し意欲を

示したことを明らかにした．学習者は，問題提起

によって刺激を受け，学習していく ．これらは，

教員による学生個別の目標提示が，問題の知覚と

目標の明確化を支援し，学習活動を促進させる教

授活動であることを示す．

以上は，【25】【11】が，《学生による「問題の把

握」，「目標の明確化」を支援する》という特徴を

持つことを示す．

第７に着目したのは，【３．授業展開時に教材・

教具・教授技術を工夫する】である．看護学の講

義・演習には，状況設定をした事例や臨床の実例

が広く用いられる．実例は，概念を明瞭にし，証

拠付け，実体化する上で必要であり ，看護実践に

必要な思考力を育成する効果的な教材である ．

また，教授技術は，学習者が教授者の意図した教

育目標を達成できるように授業を展開するための

コミュニケーション技術を指す ．これら教材・教

具・教授技術は，教育目標の達成に向け，学生の

理解促進，思考の発展を意図して用いられている

ことを示す．先行研究 は，学生が，授業冒頭に

学生の質問に回答する時間を取り入れた授業を，

「復習になるので授業に入りやすい」，「他の学生

の考えが聞けて発見がある」と評価したことを明

らかにした．これらは，教員が授業展開時に用い

た教授技術の工夫が，学生の理解や思考の発展を

促進し得ることを示す．

授業に用いる教授技術に関連して，【１．学生の

思考が発展するように発問・質問する】に着目し

た．発問・質問が巧みになされれば，学生は，今

まで知らなかったものが，現在自分の知っている

ものとどういう関係にあり，どうつながるかを理
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解でき，発展的に思考できるようになる ．先行研

究 は，学生が，講義時に用いられた教員の発問

により，「自分で考える機会が増えた」，「教員とク

ラスメイトのやりとりを見て自分も考えるように

なった」と認識していることを明らかにした．こ

れらは，教員による発問・質問が，学生の思考を

発展させる刺激となることを示す．

以上は，【３】【１】が，《学生の理解促進と思考

発展を支援する》という特徴を持つことを示す．

第８に着目したのは，【14．学習の進行状況に応

じた学習方法を提案する】【15．学習方法や内容を

一緒に考え実践する】である．学生は個々の学習

状況において，その状況にあった学習方法を必要

とする．学習への意欲があっても学習の方法が身

についていない場合，学習は円滑に進まない ．ま

た，教育者が，成人になってからも意欲的に学習

する方法を見出せるよう学習者を支援するなら

ば，自分自身を自主的な学習者であると見直すこ

とが増え，その結果，新しいことに物怖じせずに

学習するようになる ．これらは，教員が，個々の

状況に応じた学習方法の修得を支援することによ

り，学生の学習への主体性が促進されることを示

す．

以上は，【14】【15】が，《個々の状況に応じた学

習方法を学生自ら見出すことを支援する》という

特徴を持つことを示す．

第９に着目したのは，【６．授業の展開状況に応

じた教授技術を用いて学習状況と成果を把握す

る】である．これは，学生の学習状況と成果を形

成的に評価することを表す．形成的評価は，授業

過程を通して行われ，教員にとって学生がさらな

る学習を要する部分を判断する基盤となる ．こ

れは，【６】が，学生にとってさらに学習を要する

部分を形成的に評価し，その評価結果を教授活動

の改善に活かすために行う教授活動であることを

示す．

以上は，【６】が，《学生にとってさらに学習を

要する部分を形成的に評価する》という特徴を持

つことを示す．

最後に着目したのは，【29．学生の主体的学習を

支援する自己の教授活動を評価する】である．学

習主体である学生の学習成果とそれに対する満足

感は，教員の教授活動に影響を受ける ．教員が，

学生の学習への主体性促進を意図した自己の教授

活動を評価することは，学生の学習への主体性促

進となる教授活動を継続し，不十分な教授活動は

改善することを可能にする．先行研究 は，教員

が，「自己の教育活動に対する適切性の判断困難」

を職業上直面する問題として知覚していることを

明らかにした．評価者が評価の目的を明確に理解

し，評価結果を目的と関連づけて客観視できなけ

れば，一時的な満足や不全感などの感情的影響を

残すだけとなる ．これらは，教員が，学生の学習

への主体性を支援する自己の教授活動を評価する

ために，適切な評価基準を持つ必要性を示す．

以上は，【29】が，《自己の教授活動を客観視し

改善点を見出す》という特徴を持つことを示す．

．結 論

１．本研究の結果は，学生の学習への主体性促進

を意図した教員の教授活動を表す32カテゴリを

明らかにした．

２．学生の学習への主体性促進を意図した教員の

教授活動32種類は，10の特徴を示した．それは，

《学生の学習過程における意思決定を促進す

る》《学生の内発的動機付けを高める授業を設計

し展開する》《学習資源を活用する機会を学生に

提供する》《学生が自己の学習活動を評価するこ

とを支援する》《学習者や看護職にとっての望ま

しさの基準となる目標を学生に示す》《学生によ

る「問題の把握」，「目標の明確化」を支援する》

《学生の理解促進と思考発展を支援する》《個々

の状況に応じた学習方法を学生自ら見出すこと

を支援する》《学生にとってさらに学習を要する
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部分を形成的に評価する》《自己の教授活動を客

観視し改善点を見出す》である．

３．本研究の成果は，教員が自身の教授活動を客

観的に評価し，学生の学習への主体性促進とな

る教授活動の継続や不十分な教授活動の改善の

方向性を見出すための資料となる．
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Objectives:The aims of this study were to clarify and investigate the features of the teaching activities
 

of nursing faculty that promote autonomous learning in students.

Methods:Questionnaires were distributed by post to995nursing faculty members in charge of classes at
 

nursing universities,junior colleges,and diploma programs across Japan. A total of431responses were
 

received (response rate:43.3％), 10 of which were deemed invalid and subsequently excluded. The
 

remaining 421,which contained responses to open-ended questions,were analyzed using content analysis
 

for nursing education based on Berelson’s methodology.

Results:The teaching activities of nursing faculty that promote autonomous learning in students as
 

indicated by respondents were aggregated into 32categories, such as “Questioning the development of
 

student thinking.”

Conclusions:A total of32categories representing the teaching activities of nursing faculty that promote
 

autonomous learning in students were clarified. These categories revealed10common features,including

“Supporting the promotion of understanding and development of thinking in students.”The results of this
 

study can serve as reference material for nursing faculty to objectively assess their own teaching activities
 

and to continue to improve the promotion of autonomous learning in students.

Keywords:autonomous learning,nursing student,nursing faculty,teaching activity
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